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授与年月日 平成 3年 9月30日 1 項目を除いては，臼井が報告している正常値との大き
主 蛤 文 患者データを用いる新生児，乳児生化学 | な差はみられなかった。血液検査の方では過去の報告
検査正常値計算法の有用性 ! とは対象，測定方法，統計処理，年齢区分，採血部位
論文内容の要旨 | などが異なるため厳密な比較はできなかったが，各検
目 的 | 査項目ごとの経年齢的推移はそれらと同様の傾向を示
近年，生化学，血液検査においては多くの医療施設 | していた。
で多項目自動分析機が導入されている。ところが，新 | 考 察
生児，乳児の正常値に関する報告は少なく ，各医療施 | 各医療施設において臨床検査値の正常値を設定する
設ごとに正常値を設定しなければならない。そうした | 場合，本来は健常者を対象としなければならないが，
際に多数の健康児から検体を収集するのは困難である | 多数の健康な新生児，乳児から検体を収集することは
ため，患者検体から得られたデータを利用する正常値 | 困難である。 CRRPは患者データを用いるため，特に
計算法として，c1inical reference range program 新生児，乳児の正常値設定の際には利用しやすいと思
(CRRP)が考案されている。著者は患者データを用い | われる。また，従来の正常値計算公式の多くは，正規
て，当院における 1歳未満の小児の生化学ならびに血 | 分布をなすという仮定の上に求められたものであるが，
液検査E常値を CRRPで算出し，本計算法の有用性に | 一般に臨床検査データは正規分布よりも対数正規分布
ついて検討した。 Iを示すものの方が多しさらに加齢により変化する項
対象および方法 | 目は対数正規分布に従うとされている。 一方，対数正
早産児，低出生体重児を除く . 1歳未満の当科外来. I 規分布における正常範囲推定では少量の異常値混入に
入院患者に対し，以下に述べる正常値計算に用いるた | よって計算値が大きく変動し，安定した結果が得られ







血液検査の測定値に異常をきたす可能性が高い薬物の | める割合が多く ，血液検査においてはこれをできるだ
投与やその他の治療を受けていない症例，④最終の転 | 付除外しなければならない。
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